
平成™™年˜™月�日 火曜日 第œ›œ™号官 報
平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
６
１
号

大
阪
市
淀
川
区
野
中
南
１
丁
目
８
番
５
号

再
生
債
務
者
西
岡
信
孝

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
4日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
７
６
号

大
阪
府
寝
屋
川
市
萱
島
南
町
2
1番
１
`
7
0
3号

再
生
債
務
者
原
田
成
輝

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
4日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
２
号

熊
本
県
八
代
市
鏡
町
下
有
佐
1
2番
地
１
２

再
生
債
務
者
内
村
可
u

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
4日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日

熊
本
地
方
裁
判
所
八
代
支
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
５
号

北
海
道
旭
川
市
神
居
３
条
2
1丁
目
6
0番
地
の
9
5

再
生
債
務
者
大
澤
幸
人

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
5日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日

旭
川
地
方
裁
判
所
民
事
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
２
号

鳥
取
県
境
港
市
財
ノ
木
町
1
9
1番
地
の
３

再
生
債
務
者
村
岡
賢
一

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
5日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
各

社
の
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
全
員
の
同
意
は
平
成
二
十
二

年
十
二
月
六
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
二
年
七
月
八
日

掲
載
頁

一
一
四
頁
（
号
外
第
一
四
四
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

掲
載
頁

一
八
八
頁
（
号
外
第
一
六
〇
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
七
五
頁
（
号
外
第
一
七
五
号
）

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

大
阪
市
北
区
芝
田
二
丁
目
一
番
一
八
号

（
甲
）
京
栄
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ˆ
山

直
樹

大
阪
市
北
区
芝
田
二
丁
目
一
番
一
八
号

（
乙
）
宝
栄
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ˆ
山

直
樹

大
阪
市
北
区
芝
田
二
丁
目
一
番
一
八
号

（
丙
）
株
式
会
社
茶
屋
町
企
画

代
表
取
締
役

ˆ
山

直
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

秋
田
県
大
仙
市
下
深
井
字
北
下
深
井
一
番
一
号

合
資
会
社
東
北
電
子
サ
ー
ビ
ス
工
業

代
表
社
員

進
藤

元
司

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
７
２
号

大
阪
市
東
成
区
中
道
２
丁
目
2
4番

2
3
`
5
0
4号

再
生
債
務
者
佐
藤
久
光

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
2日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
７
０
号

大
阪
市
生
野
区
小
路
２
丁
目
８
番
８
号

再
生
債
務
者
阪
本
真
三
こ
と
阪
本
眞
三

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
4日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
6日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
２
年
（
再
ロ
）
第
４
３
号

大
阪
府
茨
木
市
耳
原
１
丁
目
1
2番

2
8号

再
生
債
務
者
官
能
和
之

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
2年

1
1月

2
5日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
2年

1
1月

2
9日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

会
社
そ
の
他
の
公
告

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
福
田
組

（
乙
、
住
所
新
潟
市
中
央
区
一
番
堀
通
町
三
番
地
一
〇
）

の
建
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日

掲
載
頁

三
十
一
頁
（
第
五
四
四
三
号
）

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
一
番
一
号

福
田
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

光
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

名
古
屋
市
西
区
城
西
三
丁
目
一
八
番
三
号

相
宮
製
菓
合
同
会
社

代
表
社
員

相
宮
嘉
代
子

合
併
公
告

左
記
組
合
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
を
も
っ
て
合

併
し
て
甲
は
、
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

承
認
決
議
は
、
甲
は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
、

乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
は
同
年
同
月
十
八
日
開
催
の
総
代
会

で
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

以
上
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
第
六
十
八
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
八
条
の
二
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

札
幌
市
北
区
あ
い
の
里
五
条
三
丁
目
一
番
五
号

（
甲
）
北
海
道
教
育
大
学
生
活
協
同
組
合

理
事
長

佐
々
木
胤
則

北
海
道
旭
川
市
北
門
町
九
丁
目
文
部
省
用
地
内

（
乙
）
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
生
活
協
同
組
合

理
事
長

伊
藤

一
男

北
海
道
岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
三
四
番
地

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
分
校
内

（
丙
）
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
生
活
協
同
組
合

理
事
長

能
篠

歩

北
海
道
釧
路
市
城
山
一
丁
目
一
五
番
五
五
号

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
内

（
丁
）
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
生
活
協
同
組
合

理
事
長

神
田

房
行

北
海
道
函
館
市
八
幡
町
一
番
二
号

（
戊
）
北
海
道
教
育
大
学
函
館
生
活
協
同
組
合

理
事
長

田
中

邦
明

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
シ
ー

ア
ン
ド
シ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
住
所
東
京
都
千

代
田
区
麹
町
二
丁
目
一
一
番
一
一
号
ユ
ニ
麹
町
ビ
ル
四

階
）
に
対
し
て
当
社
の
情
報
シ
ス
テ
ム
企
画
営
業
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。
こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二
丁
目
二
七
番
七
号

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ブ
・
デ
ィ
グ
リ
ー
ズ

代
表
取
締
役

堀

健
一
郎
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